
　

40
代
後
半
以
降
私
達
女

性
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
低
下
に

よ
り
骨
密
度
や
コ
ラ
ー
ゲ
ン

の
減
少
、内
臓
脂
肪
の
増
加
、

自
律
神
経
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
悪

化
な
ど
、様
々
な
全
身
の
変

化
が
起
こ
り
ま
す
。
顔
面

骨
は
眼
の
周
り
と
顎
の
骨
が

特
に
吸
収
さ
れ
や
す
く
、ま

ぶ
た
の
た
る
み
や
目
の
下
の
ク

マ
、ほ
う
れ
い
線
な
ど
口
元
の

シ
ワ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

美
容
形
成
外
科
的
に
は
ボ
ト

ッ
ク
ス
注
射
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

注
入
、コ
ラ
ー
ゲ
ン
誘
発
療
法

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線　
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な
ど
切
ら
な
い
美
容
医
療
が

中
心
と
な
り
ま
す
。
非
吸

収
性
の
異
物
注
入（
ア
ク
ア

ミ
ド
や
ア
ル
カ
ミ
ド
な
ど
）は

危
険
性
が
高
く
美
容
外
科

学
会
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
も
禁
止
し

て
い
ま
す
。
※
当
院
で
は
安

全
性
の
高
い
厚
生
労
働
省
認

可
の
薬
剤
を
使
用
し
ま
す
。

　

パ
ワ
ー
プ
レ
ー
ト
加
速
度

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
宇
宙
飛
行

士
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で
開
発
さ
れ

全
国
の
医
療
機
関
で
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
目
的
に
導
入

さ
れ
て
い
る
マ
シ
ン
で
す
。
全

身
の
骨
密
度
増
加
や
し
わ・

た
る
み
予
防
に
大
変
有
効
で

す
。

　

人
生
100
年
時
代
！
シ
ワ
治

療
と
骨
粗
し
ょ
う
症
対
策
は

同
時
に
行
う
の
が
最
も
効
果

的
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ

ブ
ロ
グ
で
は
抗
加
齢
医
学
会

専
門
医
と
し
て
美
容
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
に
関
す
る
話
題

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
併
せ

て
ご
覧
下
さ
い
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
人
は
シ
ワ
が
多
い
？　

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

医
療
ア
ー
ト
メ
イ
ク
と
は
、

医
療
用
の
針
に
よ
り
皮
膚
の

浅
い
層
に
専
用
の
色
素
を
入

れ
る
こ
と
で
皮
膚
に
色
を
付

け
る
方
法
で
す
。
ア
ー
ト
メ

イ
ク
は
医
療
行
為
で
あ
る
と

厚
生
労
働
省
は
通
達
し
て
い

ま
す
。
医
療
機
関
で
は
、局

所
麻
酔
を
併
用
す
る
こ
と

で
、痛
み
少
な
く
施
術
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毛

の
成
長
に
は「
毛
周
期
」と
呼

ば
れ
る
３
つ
の
時
期
が
あ
り

ま
す
。
毛
が
新
し
く
生
ま
れ

伸
び
て
い
く「
成
長
期
」、成

長
が
止
ま
り
抜
け
落
ち
る
ま

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線　
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で
の「
退
行
期
」、毛
が
抜
け

た
後
新
し
い
毛
が
生
え
る
ま

で
の「
休
止
期
」で
す
。

　

加
齢
や
抗
が
ん
剤（
化
学

療
法
）は
、成
長
期
の
毛
母
細

胞（
毛
の
元
を
作
る
細
胞
）と

い
う
活
発
に
分
裂
し
て
い
る

細
胞
に
影
響
し
、細
胞
分
裂

が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
で
成
長

期
の
毛
髪
が
抜
け
ま
す
。

　

自
然
で
美
し
い
仕
上
が
り

の
た
め
に
は
通
常
２
回
の
施

術
が
必
要
で
す
。
ま
ぶ
た
の

た
る
み
や
眼
瞼
下
垂
、顔
面

神
経
麻
痺
な
ど
の
為
、眉
毛

が
正
し
い
位
置
に
な
い
場
合

は
ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
な
ど
併

用
療
法
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

人
生
100
年
時
代
！
女
性
の
き

れ
い
は
人
生
の
苦
難
を
乗
り

越
え
、社
会
を
明
る
く
照
ら

す
パ
ワ
ー
で
す
。
老
眼
や
緑

内
障
で
眉
が
描
き
づ
ら
い
方
、

加
齢
や
抗
が
ん
剤
で
眉
毛
が

薄
く
な
り
お
悩
み
の
方
は
当

院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

眉
毛
へ
の
医
療
ア
ー
ト
メ
イ
ク　

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

光
老
化
と
は「
紫
外
線
と
紫

外
線
に
よ
り
発
生
す
る
活
性
酸

素
に
よ
る
老
化
」で
す
。
具
体

的
に
は
、し
み・そ
ば
か
す・小
じ

わ・
皮
膚
が
ん
な
ど
の
症
状
で

す
。
光
老
化
か
ら
お
肌
を
守
る

抗
酸
化
物
質
の
代
表
は
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
で
す
。

　

紫
外
線
に
よ
り
毎
日
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
は
壊
れ
て
い
き
ま
す
が
、残
念

な
が
ら
現
代
人
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
不

足
で
す
。
自
然
環
境
の
悪
化
に

よ
り
、20
年
前
よ
り
も
ニ
ン
ジ
ン

や
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
含
有
量
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

形
成
外
科
医
Dr
フ
ェル
ナ
ン
デ
ス

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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に
よ
り
、ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
毎
日
直

接
お
肌
に
補
給
す
る
画
期
的
な

方
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
に
は
細
胞
を
正
常
化

す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
機
能

が
あ
り
、や
け
ど
の
傷
跡
や
ニ
キ

ビ
跡
、肝
斑
や
ア
ト
ピ
ー
の
治
療

に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

院
で
は
超
音
波
導
入
や
イ
オ
ン

導
入
に
よ
り
、高
濃
度
に
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
や
Ｃ
、コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
素
と
な

る
ペ
プ
チ
ド
を
直
接
お
肌
に
導

入
し
ま
す
。
レ
ー
ザ
ー
治
療
や

光
治
療
は
皮
膚
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素

や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
お
こ
な
い
ま
す
が
、ビ
タ
ミ
ン

Ａ
を
充
分
に
補
給
す
る
こ
と
で

副
作
用
な
く
治
療
効
果
を
得
ら

れ
ま
す
。

　
「
夏
に
10
歳
老
け
る
」と
昔
か

ら
よ
く
言
い
ま
す
が
、光
老
化
を

放
置
す
る
と
し
み・
そ
ば
か

す・
小
じ
わ
な
ど
の
老
け
肌

が
進
行
し
ま
す
。
夏
〜
秋
に

し
っ
か
り
賢
く
治
療
す
る
こ

と
が
10
年
後
20
年
後
の
あ
な

た
の
人
生
を
変
え
ま
す
。

 

光ひ
か
り
ろ
う
か

老
化
と
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

シ
ミ
の
原
因
の
80
％
は
光
老

化
（
紫
外
線
に
よ
り
発
生
す

る
活
性
酸
素
に
よ
る
老
化
）
で

す
。
シ
ミ
の
予
防
の
基
本
は
紫

外
線
対
策
で
す
。
既
に
出
来

て
し
ま
っ
た
シ
ミ
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、

Ｃ
、
Ｅ
な
ど
の
抗
酸
化
成
分
の

超
音
波
導
入
や
イ
オ
ン
導
入

（
エ
ン
ビ
ロ
ン
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
）

で
活
性
酸
素
を
消
去
し
ま
す
。

　

肝
班
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
、
摩
擦
す
る
ス
キ
ン
ケ

ア
な
ど
も
原
因
と
な
り
、
妊

娠
中
や
更
年
期
に
悪
化
す
る

症
例
も
あ
り
ま
す
。
治
療
は

ト
ラ
ン
サ
ミ
ン
や
漢
方
薬
の
内

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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服
、
レ
ー
ザ
ー
ト
ー
ニ
ン
グ
や
ビ

タ
ミ
ン
導
入
が
中
心
で
す
。

　

レ
ー
ザ
ー
治
療
は
皮
膚
の
メ

ラ
ニ
ン
色
素
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
な

ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
照
射
し
、

シ
ミ
や
生
ま
れ
つ
き
の
ア
ザ
を

改
善
し
ま
す
。
光
治
療
は
繰

り
返
し
照
射
す
る
こ
と
で
総
合

的
な
お
肌
の
若
返
り
が
可
能

で
、
照
射
後
に
テ
ー
プ
を
貼
る

な
ど
の
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
が
無
く
、

忙
し
く
働
く
女
性
に
も
人
気

で
す
。

　

更
年
期
以
降
女
性
は
太
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
パ
ン
お
菓

子
ス
イ
ー
ツ
な
ど
糖
質
過
多
な

食
生
活
は
全
身
の
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
終

末
糖
化
産
物
）
を
蓄
積
し
て

シ
ミ
・
し
わ
・
た
る
み
・
骨
粗

鬆
症
・
糖
尿
病
な
ど
の
原
因
と

な
る
為
、
控
え
目
に
！
女
性
に

は
貧
血
や
ビ
タ
ミ
ン
不
足
も

多
く
、
食
生
活
の
改
善
、

分
子
栄
養
学
に
基
づ
い
た

医
療
用
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
全

身
を
整
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

 

シ
ミ
の
原
因
と
複
合
治
療

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

全
身
を
若
々
し
く
保
つ
成
長

ホ
ル
モ
ン
は
思
春
期
で
ピ
ー
ク

に
な
り
、
中
年
期
以
降
は
思

春
期
の
半
分
以
下
に
ま
で
減
少

し
ま
す
。
筋
肉
や
骨
の
量
も

加
齢
に
よ
り
減
少
し
ま
す
。
こ

れ
は
運
動
不
足
や
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
低
下
な
ど
が
大
き
な
原
因

で
す
。
運
動
不
足
は
生
活
習

慣
病
、
メ
タ
ボ
や
ロ
コ
モ
発
症

の
要
因
と
な
り
ま
す
。
ア
ク
テ

ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
為
に
は
、

効
果
的
な
運
動
に
よ
り
骨
や

筋
肉
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

運
動
が
苦
手
で
太
り
ぎ
み
の

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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人
、
関
節
を
痛
め
て
動
く
こ

と
が
難
し
い
人
、
時
間
が
な
い

人
で
も
、
安
全
に
短
期
間
で

効
率
良
く
効
果
が
得
ら
れ
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

加
速
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　

加
速
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

は
、
１
秒
間
に
30
回
以
上
の
３

次
元
の
高
速
振
動
で
身
体
に

加
速
度
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
専
用
の
機
器
パ
ワ
ー
プ
レ
ー

ト
を
使
用
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
。
宇
宙
飛
行
士
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

で
開
発
さ
れ
、
全
国
の
医
療

機
関
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ワ
ー
プ
レ
ー
ト
15
分
は
ジ

ム
１
時
間
分
の
運
動
効
果
に
相

当
し
ま
す
。
当
院
で
は
顔
面

骨
の
骨
粗
鬆
症
（
し
わ
・
た
る

み
）
対
策
、
イ
ン
デ
ィ
バ
温
熱

療
法
と
併
用
に
よ
る
内
臓
脂

肪
の
減
量
、
骨
盤
底
筋
群
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
尿
漏
れ
対
策
・

産
後
ケ
ア
）
な
ど
幅
広
く
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
初
め
て
の
方
は
無
料
体
験
あ

り
（
予
約
制
）

加
速
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
令
和
美
人

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

30
〜
40
代
に
な
っ
て
、
思

春
期
の
頃
に
で
き
た
ニ
キ
ビ

跡
に
悩
む
人
は
多
い
で
す
。

間
違
っ
た
ス
キ
ン
ケ
ア
や
跡

を
隠
す
た
め
の
厚
化
粧
に

よ
り
肌
質
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ニ
キ
ビ
や
ニ
キ
ビ
跡
の
治
療

は
、
ケ
ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン

グ
、
ビ
タ
ミ
ン
C
の
イ
オ

ン
導
入
、
ビ
タ
ミ
ン
A
の

超
音
波
導
入
、
レ
ー
ザ
ー

＆
光
治
療
、
ビ
タ
ミ
ン
A

外
用
ス
キ
ン
ケ
ア
な
ど
、
３

〜
６
ヵ
月
か
け
て
肌
質
そ
の

も
の
を
改
善
し
て
い
く
治

療
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
便
秘
は
美
肌
の

大
敵
で
す
。
糖
質
や
脂

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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質
、
食
品
添
加
物
の
摂
り

す
ぎ
は
腸

ち
ょ
う

内な
い
さ
い
き
ん
そ
う

細
菌
叢
の
バ

ラ
ン
ス
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
の
含
ま

れ
る
食
品
や
野
菜
中
心
の

食
生
活
と
良
質
な
睡
眠
が

大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
女

性
は
男
性
よ
り
も
筋
肉
量

が
少
な
い
た
め
便
秘
に
な

り
や
す
く
、
更
年
期
以

降
、
内
臓
の
脂
肪
の
増
加

に
よ
り
慢
性
化
す
る
た
め
、

パ
ワ
ー
プ
レ
ー
ト
加
速
度

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
用
い

て
運
動
不
足
の
解
消
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
期
に
で
き
た
機
能

障
害
の
あ
る
傷
跡
は
形
成

外
科
手
術
の
適
応
が
あ
り

ま
す
が
、
手
術
適
応
が
な

く
美
容
的
観
点
か
ら
傷

跡
を
き
れ
い
に
し
た
い
妊

娠
線
や
ニ
キ
ビ
跡
な
ど
は
、

ス
キ
ン
ニ
ー
ド
リ
ン
グ
治
療

（
コ
ラ
ー
ゲ
ン
誘
発
療

法
）
等
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
傷
あ
と
ニ
ー
ド
リ
ン

グ
７
㎝
×
７
㎝
：
1.5
万

円
、
全
顔
6.5
万
円

ニ
キ
ビ
跡
や
傷
あ
と
の
治
療

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

眉
間
や
目
尻
、
口
元
な

ど
の
「
表
情
ジ
ワ
」
は
顔

面
の
表
情
筋
が
過
緊
張
に
な

る
為
、
加
齢
に
よ
り
深
く
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
表

情
筋
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

厚
生
労
働
省
認
可
の
ボ
ト
ッ

ク
ス
治
療
が
有
効
で
す
。

麻
酔
ク
リ
ー
ム
を
使
用
し
て

少
な
い
痛
み
で
施
術
を
受
け

ら
れ
、
治
療
後
の
メ
イ
ク
や

洗
顔
も
可
能
で
す
。

　

40
代
後
半
以
降
私
達
女

性
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
低
下

に
よ
り
、
顔
面
骨
（
上
下

顎
骨
や
頬
骨
）
の
骨
粗
鬆

症
の
為
、
ほ
う
れ
い
線
や

目
の
下
な
ど
の
「
た
る
み
ジ

ワ
」
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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ま
す
。
全
身
の
骨
密
度
を

維
持
す
る
パ
ワ
ー
プ
レ
ー
ト

加
速
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
顔

面
の
輪
郭
を
整
え
る
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
注
入
が
有
効
で
す
。

「
小
じ
わ
」
は
お
肌
の
光

老
化
や
糖
化
が
原
因
で
す
。

光
老
化
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・

Ｃ
・
Ｅ
の
超
音
波
導
入
や
イ

オ
ン
導
入
、
光
治
療
や
レ
ー

ザ
ー
ト
ー
ニ
ン
グ
、
コ
ラ
ー

ゲ
ン
誘
発
療
法
（
ス
キ
ン

ニ
ー
ド
リ
ン
グ
）
に
よ
り
肌

の
ハ
リ
を
取
り
戻
し
ま
す
。

シ
ミ
・
し
わ
・
た
る
み
・
骨

粗
鬆
症
・
認
知
症
の
原
因

と
な
る
全
身
の
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
終

末
糖
化
産
物
）
を
増
や
さ

な
い
為
、
パ
ン
や
お
菓
子
、

ス
イ
ー
ツ
は
控
え
目
に
！

　

メ
イ
ク
で
誤
魔
化
せ
な

い
シ
ワ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

女
性
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
「
シ
ミ
＋
し
わ

改
善
＝
マ
イ
ナ
ス
15
・
85

歳
」
と
い
う
デ
ー
タ
も

あ
り
ま
す
。
当
院
は
女

性
限
定
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
の
で
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

シ
ワ
の
原
因
と
複
合
治
療

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
の
長

時
間
使
用
な
ど
眼
を
酷

使
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
背
景
に
、
眼
精
疲

労
や
目
の
下
の
ク
マ
に

悩
む
女
性
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
目
の
下
の
ク

マ
は
東
洋
医
学
的
お
血

（
う
っ
血
や
血
行
障
害
な

ど
血
の
流
れ
の
滞
り
、

ま
た
は
そ
れ
に
よ
っ
て

起
こ
る
様
々
な
症
状
や

疾
病
）
の
兆
候
で
も
あ

り
、
全
身
状
態
に
応
じ

て
漢
方
薬
や
医
科
限
定

サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
も

処
方
し
ま
す
。

　

血
行
不
良
が
原
因
の

青
ぐ
ま
は
、
光
治
療
や

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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Ｎ
ｄ
ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー
治

療
の
適
応
で
す
。
女
性

に
多
い
貧
血
の
改
善
、

血
流
や
リ
ン
パ
の
流
れ

を
改
善
す
る
イ
ン
デ
ィ

バ
温
熱
療
法
も
有
効
で

す
。
色
素
沈
着
が
原
因

の
茶
ぐ
ま
は
、
ケ
ミ
カ

ル
ピ
ー
リ
ン
グ
や
イ
オ

ン
導
入
、
光
治
療
や
Q

ス
イ
ッ
チ
レ
ー
ザ
ー
治

療
の
適
応
で
す
。
隠
す

メ
イ
ク
や
派
手
な
ア
イ

メ
イ
ク
、
ス
キ
ン
ケ
ア

で
の
摩
擦
に
よ
り
悪
化

す
る
症
例
も
あ
り
、
注

意
が
必
要
で
す
。
し
わ
・

た
る
み
が
原
因
の
黒
ぐ

ま
は
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注

入
や
ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
誘
発
療
法

（
ス
キ
ン
ニ
ー
ド
リ
ン
グ

治
療
）
の
適
応
で
す
。

　

自
宅
で
手
軽
に
使
用

で
き
る
医
科
限
定
マ

イ
ク
ロ
ニ
ー
ド
ル
技

術
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

シ
ー
ト
な
ど
も
開
発

さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

目
の
下
の
ク
マ
の
原
因
と
治
療

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

更
年
期
以
降
の
女
性
は
、

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
低
下
に
よ
る

顔
面
骨
の
萎
縮
に
よ
っ
て
、

シ
ワ
や
た
る
み
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。
見
た
目

で
も
健
康
面
で
も
、
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
が
必
要
で

す
。
更
年
期
以
降
は
、
副

腎
か
ら
分
泌
さ
れ
る
Ｄ
Ｈ

Ｅ
Ａ
（
体
内
で
産
出
さ
れ

る
ホ
ル
モ
ン
の一
種
）
を
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
変
換
す
る
仕

組
み
が
女
性
の
美
容
と
健

康
を
守
り
ま
す
。
副
腎
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た

め
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り

も
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

有
効
で
す
。

　
『
パ
ワ
ー
プ
レ
ー
ト
加

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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速
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
は
、

関
節
に
負
荷
を
か
け
ず
に

効
率
的
に
骨
密
度
や
筋
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
整
形
外
科
や
循

環
器
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
分
野
を
中
心
に
全

国
の
医
療
機
関
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
持
病
や
感

染
症
予
防
の
た
め
ジ
ム
な

ど
に
通
え
な
い
方
も
、
家

庭
用
の
パ
ワ
ー
プ
レ
ー
ト
を

活
用
し
て
自
宅
で
運
動
療

法
を
続
け
ら
れ
ま
す
。
栄

養
学
的
に
も
骨
や
筋
肉
の

材
料
と
な
る
食
品
（
た

ん
ぱ
く
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

乳
製
品
、
大
豆
な
ど
）
を

積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
エ
ク

オ
ー
ル
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
様

の
働
き
を
し
て
更
年
期
症

状
を
軽
快
し
ま
す
。

　

更
年
期
を
超
え
て
女
性

が
豊
か
に
生
き
る
こ
と

は
、
周
囲
の
人
や
社
会

全
体
の
幸
せ
に
も
繋
が

り
ま
す
。
更
年
期
は

第
２
の
思
春
期
！
ア
ク

テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

骨
粗
鬆
症
の
人
は
シ
ワ
が
多
い
②

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

ひ
と
く
ち
に
シ
ミ
と

言
っ
て
も
様
々
な
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

単
に
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
行

う
の
で
は
な
く
、
適
切
な

治
療
を
複
数
組
み
合
わ
せ

て
、
光
老
化
ダ
メ
ー
ジ
を

改
善
す
る
治
療
が
現
在
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て

い
ま
す
。
超
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
は
、
も
は
や
皮

膚
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

全
身
に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
医
療
介
入
が
必
要
で
す
。

　

老
人
性
色
素
班
に
対
し
て

は
Q
ス
イ
ッ
チ
レ
ー
ザ
ー
治

療
が
有
効
で
す
が
、
私
た
ち

東
洋
人
は
レ
ー
ザ
ー
照
射
後

の
炎
症
性
色
素
沈
着
が
起
こ

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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り
ま
す
。
美
白
剤
外
用
や
ト

ラ
ン
サ
ミ
ン
内
服
な
ど
の
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

　

雀そ
ば
か
す卵
班
・
小
じ
わ
に
対
し

て
は
、
第
２
世
代
の
光
治
療

Ｉ
２
Ｐ
Ｌ
+
が
有
効
で
す
。

紫
外
線
や
活
性
酸
素
に
よ
る

光
老
化
を
鎮
静
化
す
る
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
、
Ｃ
、
Ｅ
な
ど
の
超

音
波
導
入
と
併
用
す
る
こ
と

で
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。

　

肝か
ん
ぱ
ん班
・
炎
症
性
色
素
沈

着
に
対
す
る
治
療
は
、
美

白
剤
外
用
や
ト
ラ
ン
サ
ミ

ン
内
服
な
ど
の
保
存
療
法

が
第
一
選
択
で
す
。
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
な
り
や
す
い
更
年
期

に
は
漢
方
薬
の
併
用
も
有

効
で
す
。
シ
ミ
を
隠
す
厚

化
粧
や
ス
キ
ン
ケ
ア
の
摩

擦
に
よ
っ
て
悪
化
す
る
場

合
も
多
い
た
め
、
要
注
意

で
す
。

　

シ
ミ
の
治
療
は
シ
ミ

を
作
り
や
す
い
皮
膚
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
改
善
し

て
、
再
発
予
防
と
同
時

に
実
施
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
す
。

レ
ー
ザ
ー
で
シ
ミ
は
消
え
る
？

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長



　

紫
外
線
は
光
老
化
に
よ
る

シ
ミ・
小
じ
わ・
皮
膚
が
ん
の

原
因
と
な
り
ま
す
が
、体
内

で
ビ
タ
ミ
ン
D
を
合
成
す
る

重
要
な
働
き
も
あ
り
ま
す
。

適
度
な
紫
外
線
対
策
を
し

つ
つ
、ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、Ｃ
、Ｅ
な

ど
の
抗
酸
化
物
質
を
ス
キ
ン

ケ
ア
と
食
品
か
ら
摂
取
し
ま

し
ょ
う
。
イ
オ
ン
＆
超
音
波

導
入
や
医
科
限
定
サ
プ
リ
メ

ン
ト
で
短
期
間
に
補
充
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。
皮
膚
の

タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー（
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
る
周
期
）は
加
齢

や
活
性
酸
素
に
よ
り
遅
延
し

ま
す
。
正
常
な
新
陳
代
謝
に

は
、た
ん
ぱ
く
質
や
亜
鉛
、ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
や
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

ド
ク
タ
ー
ス
ノ
ウ
美
容
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
最
前
線 
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な
ど
の
摂
取
が
必
要
で
す
。

光
治
療
Ｉ
２
Ｐ
Ｌ
＋
や
ピ
ー

リ
ン
グ
な
ど
、タ
ー
ン
オ
ー

バ
ー
を
促
進
す
る
治
療
も
お

す
す
め
で
す
。

　

日
焼
け
の
機
会
が
少
な

い
の
に
シ
ミ
が
多
い
人
は
コ

ラ
ー
ゲ
ン
の
糖
化
や
喫
煙
に

よ
る
活
性
酸
素
が
原
因
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
老
化
肌
の
シ

ミ
は
古
く
な
っ
た
バ
ナ
ナ
の

シ
ュ
ガ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

　

皮
膚
や
骨
を
支
え
る
コ

ラ
ー
ゲ
ン
は
、糖
質
の
過
剰

摂
取
に
よ
り
発
生
す
る
Ａ
Ｇ

Ｅｓ（
最
終
糖
化
産
物
）が
蓄

積
す
る
と
、老
朽
化
し
た
鉄

骨
の
よ
う
に
な
り
強
度
や
し

な
や
か
さ
を
失
い
ま
す
。
つ

ま
り
シ
ワ
や
肌
の
ハ
リ
減
少
、

シ
ミ
や
く
す
み
肌
、骨
粗
鬆

症
や
歯
周
病
と
い
っ
た
老
け

顔
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
精

製
さ
れ
た
糖
質（
パ
ン
、お

菓
子
、麺
類
な
ど
）を
控
え

る
、血
糖
値
ス
パ
イ
ク
を

起
こ
さ
な
い
食
べ
方（
野
菜

フ
ァ
ー
ス
ト
、一
口
30
回
よ

く
噛
む
な
ど
）で
、歯
周
病

ケ
ア
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
華
麗
美
肌
の
栄
養
学
①

日本抗加齢医学会専門医
安田 由紀子 院長


